
この会報は行政区等を通じて青少年育成牛久市民会議に賛同された会員の会費により製作されています。

コ
ロ
ナ
感
染
防
止
に
万
全
を
期
し
て	

会		

長
　
田
井	

鉄
男

映
画
会
・
キ
ャ
ン
プ 

― 

青
少
年
育
成
市
民
会
議
の
現
場
活
動
が
動
き
出
し
ま
し
た

　
皆
さ
ん
、
写
真
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
こ
の

写
真
は
一
昨
年
度
に
は
中
止
し
た
親
子
ふ
れ

あ
い
映
画
観
賞
会
を
今
年
の
3
月
に
実
施
で

き
た
様
子
で
す
。
ま
だ
、
コ
ロ
ナ
下
で
す
が

市
民
会
議
と
し
て
は
用
心
し
つ
つ
、
活
動
を

再
開
し
、
今
後
の
フ
ル
稼
働
に
向
け
て
積
極

的
に
動
き
出
し
て
い
ま
す
。
映
画
鑑
賞
会
で
は
、

入
場
に
際
し
、
マ
ス
ク
の
着
用
、
手
指
の
消
毒
、

検
温
等
を
行
い
、
会
場
内
で
は
ソ
ー
シ
ャ
ル

デ
ィ
ス
タ
ン
ス
を
し
っ
か
り
取
り
ま
し
た
。

い
つ
も
会
場
は
満
員
に
な
り
ま
す
が
、
ご
覧

の
よ
う
に
密
を
避
け
る
た
め
の
座
席
配
置
を

と
り
ま
し
た
。
多
く
の
リ
ピ
ー
タ
ー
の
方
々

に
加
え
、
初
参
加
の
た
く
さ
ん
の
子
ど
も
た

ち
に
映
画
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
、
市
民
会
議
と
し
て
活
動
再
開

に
積
極
的
に
取
り
組
み
な
が
ら
も 

し
っ
か
り

と
し
た
コ
ロ
ナ
感
染
防
止
に
気
を
配
っ
て
お

り
ま
す
。

　
２

−

４
ペ
ー
ジ
に
は
、
市
内
の
幼
稚
園
、

保
育
園
の
子
ど
も
た
ち
、
そ
し
て
ボ
ー
イ
ス

カ
ウ
ト
の
皆
さ
ん
が
鯉
ま
つ
り
の
た
め
に
描

い
た
パ
ネ
ル
作
品
を
掲
載
し
ま
し
た
。
未
来

に
向
け
た
子
ど
も
た
ち
の
パ
ワ
ー
を
受
け
取

っ
て
く
だ
さ
い
。

　
こ
の
夏
は
、
こ
れ
ま
で
小
学
5 

、
6
年
生

を
対
象
と
し
た
例
年
の
宿
泊
キ
ャ
ン
プ
に
代

わ
り
、
１
年
生
か
ら
６
年
生
ま
で
の
全
小
学

生
を
対
象
と
し
た
ミ
ニ
キ
ャ
ン
プ
を
開
催
し

ま
す
。
日
時
は
８
月
21
日
（
日
）
の
９
時
半

か
ら
12
時
半
、
場
所
は
牛
久
運
動
公
園
内
芝

生
広
場
で
募
集
は
50
名
程
度
で
す
。
参
加
費

は
保
険
代
、
材
料
費
を
含
め
て
２
百
円
で
す
。

　
キ
ャ
ン
プ
の
内
容
は
い
つ
も
の
宿
泊
キ
ャ
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ン
プ
の
内
容
と
同
様
、
地
元
の
ボ
ー
イ
ス
カ

ウ
ト
の
方
々
に
応
援
を
お
願
い
し
、
み
ん
な

が
楽
し
め
る
内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。
具
体

的
に
は
、
火
起
こ
し
、
ロ
ー
プ
渡
り
、
丸
太

切
り
、
ス
ト
ロ
ー
吹
き
矢
、
キ
ム
ス
、
暗
夜

行
路
等
盛
り
だ
く
さ
ん
の
内
容
で
す
。
火
起

こ
し
で
は
、
マ
シ
ュ
マ
ロ
焼
き
を
予
定
し
て

お
り
、
ほ
ん
の
少
し
、
口
に
入
る
楽
し
み
が

待
っ
て
い
ま
す
。
さ
て
、
上
手
に
焼
け
る
か
な
。

　
丸
太
切
り
で
は
自
分
で
切
っ
た
木
に
絵
付

け
を
し
て
世
界
に
一
つ
だ
け
の
自
分
オ
リ
ジ

ナ
ル
コ
ー
ス
タ
ー
や
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
が
完
成

し
ま
す
。
キ
ム
ス
と
は
記
憶
力
ゲ
ー
ム
の
こ

と
で
、
ス
タ
ー
ト
か
ら
ゴ
ー
ル
ま
で
の
道
を

歩
い
て
い
く
途
中
、
普
段
自
然
に
は
存
在
し

な
い
も
の
が
い
く
つ
あ
る
か
歩
き
な
が
ら
探

し
記
憶
し
そ
の
記
憶
し
た
物
の
数
を
競
う
ゲ

ー
ム
で
す
。
さ
あ
皆
さ
ん
、
幾
つ
見
つ
け
る

こ
と
が
で
き
る
で
し
ょ
う
か
。

　
ゆ
ら
ゆ
ら
揺
れ
る
一
本
の
ロ
ー
プ
を
た
ど

り
な
が
ら
渡
る
ロ
ー
プ
渡
り
は
、
緊
張
感
の

一
方
で
思
わ
ず
笑
っ
て
し
ま
う
場
面
も
生
ま

れ
る
楽
し
い
ゲ
ー
ム
で
す
。
暗
夜
行
路
と
は

聞
き
な
れ
な
い
名
前
で
す
が
、
目
隠
し
を
し

て
綱
を
頼
り
に
ゴ
ー
ル
ま
で
進
み
ま
す
。
熱

い
さ
な
か
冷
や
汗
を
か
き
な
が
ら
ハ
ラ
ハ
ラ

ド
キ
ド
キ
の
ゲ
ー
ム
と
な
り
そ
う
で
す
。

　
市
民
会
議
は
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
の
フ
ル
活

動
に
向
け
、
各
専
門
部
会
が
そ
れ
ぞ
れ
知
恵

を
絞
り
、
小
中
学
校
や
各
種
市
民
グ
ル
ー
プ

と
と
も
に
連
携
し
、
エ
ン
ジ
ン
を
全
開
に
し

て
い
き
ま
す
。
今
後
と
も
皆
様
の
ご
協
力
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

密を避けるために座れない席を整然と明示した親子ふれあい映画鑑賞会の会場



鯉まつりで中央生涯学習センターに展示鯉まつりで中央生涯学習センターに展示鯉まつりで中央生涯学習センターに展示

栄町保育園
「虹のかかった空を風船で飛びたいな!!」という子どもたちの
夢に願いを込めて皆で描きました。

つつじが丘保育園
どんな絵にしようか話し合い、虹・花・虫・プールと、子ど
もたちの ｢大好き｣ がいっぱい詰まった絵になりました。

ふたばランド保育園
鯉のぼりと一緒に雲に乗った将来の自分の姿を描きました。
想像力を広げながら、とても楽しんで描いていました。

牛久ひかり保育園
子どもたちの将来の夢を描きました。絵を描く過程も楽しみ、ス
プレーボトルを使って背景をぼかしてあたたかさを出しました。

向原保育園
クラス全員で制作しました。お菓子の包装紙を利用して飾り
付け、楽しい作品に仕上げました。

下根保育園
世界中のみんなが仲良く助け合う世界になるといいね、とい
う思いを込めて、大きな「みんなの輪（和）」を作りました。

つつじが丘ふたばランド保育園
鯉の滝登りの話から鯉と龍を組み合わせ、自分たちの夢を乗
せ空高く飛んで欲しいという願いを込めました。
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奥野さくらふれあい保育園
足型で鯉のぼりを表現しました。友だちの足型を踏まないように押したり、
滑らないようにバランスを取って歩いたり、一人一人工夫して押していました。

牛久保育園
みんなが大好きな折り紙で蛇腹折りの集大成となるように、
大・中・小さまざまな大きさを頑張って折りました。

牛久めぐみ保育園
切った折り紙を色ごとに貼る作業は協力して行いました。将
来の夢の洋服を着た子どもたちがとても可愛らしいです。

上町ふれあい保育園
いつも元気な子どもたちのように生き生きとした、今にも動
き出すような鯉のぼりをみんなで作りました。

ひたち野うしく保育園つくしんぼ
最初は一人一人バラバラだった夢が、「いろいろな生き物が一
緒に生活する世界」という一つの夢になりました。

牛久ふれあい保育園
海が大好きなぞう組！海の浅い所と深い所で海の色を変え、
住んでいる魚の違いも考えながら作り上げました。

牛久みらい保育園
絵の具の塗り方にも子どもたちの個性があふれ、みんなで力
を合わせて大きなパネルに将来の夢を乗せました。

牛久さくら保育園
たくさんの将来の夢があり、みんなで「１つの『街』にしよ
う!!」と話し合い仕上げた作品です。
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牛久幼稚園
一人一人の個性が鯉のぼりのキレイな鱗として映えるように、
鱗部分に似顔絵を描きました。

第一幼稚園
子どもたちが〝自分の夢〟について考え、お店や場所をイメ
ージし、みんなで貼れるように配置を工夫しました。

ボーイスカウト牛久第1団
春・空・若葉････こころのままの色あそび。そんな色を鱗に
のせて、牛久の空を泳ぐ大きな鯉のぼりができあがりました。

第二幼稚園
空を飛んでみたいという意見から、子どもたちが思い思いに
描き、風船や傘で飛ぶ、雲・虹に乗るなど、空にいる作品です。

認定こども園フレンド幼稚園
鯉のぼりの鱗には子どもたちの将来の夢を描きました。これ
からも子どもたちが健やかに成長しますように････。

ひたち野牛久幼稚園
夢に向かって大きく成長し、心の強い子に育ってほしいとい
う願いを込めて、夜空に輝く立派な鯉のぼりに仕上げました。

ボーイスカウト牛久第4団
楽しみな行事が次々に中止になり子どもたちもがっかりして
います。コロナ退散を願ってアマビエを描きました。

令和４年８月１日 第68号　（4）

 

編
集
後
記

　
こ
の
「
ふ
れ
あ
い
」
68
号
は
例
年
よ
り
１

ヶ
月
遅
れ
の
発
行
で
す
が
、
そ
れ
で
も
発
行

日
に
間
に
合
わ
せ
る
の
に
あ
た
ふ
た
し
ま
し

た
。
親
子
ふ
れ
あ
い
映
画
鑑
賞
会
の
復
活
、

総
会
の
対
面
開
催
な
ど
、
青
少
年
育
成
市
民

会
議
活
動
再
開
へ
の
取
り
組
み
は
順
調
に
進

ん
で
い
ま
す
が
、
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
の
フ
ル

稼
働
を
軌
道
に
乗
せ
る
に
は
、
必
要
な
時
に

適
切
に
動
く
か

つ
て
の
現
場
感

覚
を
し
っ
か
り

蘇
ら
せ
る
必
要

が
あ
り
そ
う
で

す
。


